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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（C

O
V

ID
-1

9

）
が
令
和
元

年
の
年
末
か
ら
世
界
に
急
速

に
拡
が
り
ま
し
た
。
令
和

2
年
の
時
点
で
は
、
致
死

率
が
2
～
3
％
と
非
常
に

高
く
、
そ
の
後
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
普
及
や
治
療
法

の
確
立
、
ウ
イ
ル
ス
の
遺

伝
子
変
異
に
よ
る
病
原
性
の

変
化
等
に
よ
り
、
罹
患
時
の
リ

ス
ク
は
か
な
り
下
が
っ
て
き
た
と

は
言
っ
て
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
較
べ
一
桁
以
上

高
い
重
症
化
率
・
致
死
率
、
強
い
感
染
力
、
さ
ら
に

感
染
症
か
ら
回
復
し
た
後
に
も
高
頻
度
で
後
遺
症
が

残
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
大
き
な
脅
威
で
あ
り
続
け

て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
で
医
療
・
介
護
関
係
者
は
、
私
生
活

も
含
め
た
感
染
防
止
対
策
や
感
染
者
発
生
時
の
備
え

が
例
外
な
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
発
症
後
だ
け
で
な
く
発
症
前
か

ら
排
出
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
飛
沫
感
染
、
エ

ア
ロ
ゾ
ル
感
染
、
ま
た
は
接
触
感
染
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
は
細
部
に
わ

た
り
多
様
で
複
雑
に
も
思
え
ま
す
が
、
基
礎
知
識
と

し
て
、
人
体
へ
の
直
接
侵
入
門
戸
は
目
と
鼻
と
口
だ

け
で
、
直
接
、
ま
た
は
手
指
を
介
し
て
目
、
鼻
、
口

に
入
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
常
時
マ
ス
ク

の
着
用
、
必
要
時
の
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
や
ゴ
ー
グ

ル
の
着
用
、
頻
回
の
手
指
消
毒
、
十
分
な
換
気
は
元

よ
り
、
さ
ら
な
る
応
用
・
対
策
も
理
解
し
や
す
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
知
識
と
技
術
は
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
関
係
者
等
に
と
っ
て
、
も
は
や
専

門
と
言
う
よ
り
基
礎
と
し
て
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。 

現
在
3
回
目
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
は
、
個
人
の
発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
の
効

果
と
併
せ
て
、
『
感
染
の
連
鎖
を
断
つ
』
こ
と
に
よ

る
集
団
免
疫
の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
理
解
し
て
、
多
く
の
方
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
会
食
な
ど
人
が
集
ま
る
こ

と
、
国
際
生
活
分
類
で
言
う
『
参
加
』
を
阻
害
し
、

生
活
不
活
発
病
（
廃
用
症
候
群
）
や
フ
レ
イ
ル
を
引

き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医
療
・
介
護
・
福
祉

関
係
者
に
は
、
患
者
や
利
用
者
、
そ
の
家
族
へ
の
こ

う
し
た
悪
影
響
を
最
小
限
に
す
る
取
組
・
努
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
『
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
』
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
本
当
に

求
め
ら
れ
る
の
は
『
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

（
身
体
的
距
離
）
』
で
す
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
電
話
で

の
声
か
け
な
ど
で
人
と
人
の
つ
な
が
り
は
守
ら
れ
る

べ
き
で
、
医
療
・
介
護
関
係
の
方
々
に
は
知
恵
を
絞

り
、
努
力
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
患
者
や
利
用
者
の
減

少
、
感
染
防
止
に
関
す
る
種
々
の
規
制
や
制
度
の
見

直
し
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
費
用
や
事
務
作
業
の

激
増
な
ど
、
適
正
な
事
業
の
運
営
の
た
め
に
必
要
な
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費
用
や
業
務
量
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
た
め
、
国
も
、
補
助
金
や
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
な
ど

の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
情
報
は
膨
大
か

つ
複
雑
で
、
日
々
の
業
務
の
適
正
な
遂
行
に
要
す
る

業
務
負
担
に
加
え
、
こ
れ
ら
を
読
み
解
き
的
確
に
業

務
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
経
営
者
や
管
理
者
か
ら

の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

事
業
体
の
使
命
は
、
構
成
員
の
健
康
な
生
活
の
確
保

と
、
事
業
体
と
し
て
の
社
会
へ
の
貢
献
で
す
。
こ
の

使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
構
成
員
一
人
一
人
の
力
を

フ
ル
に
引
き
出
し
協
働
し
て
、
業
務
に
反
映
（
業
務

を
改
善
）
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
た
め
の
手
法
と
し
て
、
以
前
か
ら
普
及
が
進

め
ら
れ
て
い
る
医
療
勤
務
環
境
改
善
の
取
組
、
勤
務

環
境
改
善
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
応
用
が
有
効

と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
職
員
一
人
一
人

が
課
題
の
抽
出
や
改
善
計
画
の
策
定
に
参
加
し
、
そ

れ
を
実
行
し
て
P

D

C

A
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
業

務
を
改
善
で
き
れ
ば
、
成
果
と
併
せ
て
職
員
に
達
成

感
も
得
ら
れ
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
皆
が
力
を
出
し
合
っ
て
協
働
す
る
に

は
、
一
人
一
人
に
率
直
な
意
見
を
言
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
人
は
、
自
分
の

意
見
を
言
う
際
に
、
『
（
こ
ん
な
意
見
を
言
う
と
）

無
能
と
思
わ
れ
な
い
か
？
』
『
嫌
わ
れ
な
い
か
？
』

『
排
除
さ
れ
な
い
か
？
』
な
ど
の
不
安
・
恐
怖
心
を

抱
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
率
直
に
意
見
を
言
え
る
、

心
理
的
安
全
性
が
担
保
さ
れ
た
環
境
・
関
係
が
必
要

で
す
。
『
心
理
的
安
全
性
の
担
保
』
と
言
え
ば
難
し

く
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
要
は
、
話
を
し

て
く
れ
る
人
を
『
大
切
な
人
』
と
思
い
、
そ
の
人
格
、

思
い
や
価
値
観
を
尊
重
し
て
話
を
聞
く
こ
と
で
す
。 

話
が
少
し
逸
れ
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の
『
痛
い
ん

で
す
。
』
な
ど
の
訴
え
に
、
医
師
が
『
何
も
異
常
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
』
と

返
し
て
、
関
係
が
破
綻
す
る
話
は
、
医
療
苦
情
で
よ

く
聞
き
ま
す
。
他
人
の
感
覚
や
価
値
観
は
、
あ
る
程

度
の
推
測
は
で
き
て
も
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
『
痛
い
ん
で
す
ね
。
辛
い
で
す
ね
。
』
と

受
け
入
れ
て
、
『
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
診
察
や

検
査
の
結
果
か
ら
は
、
そ
の
原
因
が
わ
か
り
ま
せ

ん
。
』
と
返
せ
ば
、
診
療
契
約
は
維
持
で
き
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

一
人
一
人
が
周
り
の
人
に
対
し
て
、
『
私
は
あ
な

た
を
見
て
い
ま
す
。
』
『
あ
な
た
は
大
切
な
存
在
で

す
。
』
『
あ
な
た
の
気
持
ち
は
大
切
で
す
。
』
な
ど

人
を
大
切
に
す
る
思
い
を
持
ち
、
併
せ
て
自
分
自
身

を
肯
定
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
心
理
的
安
全
性
は

担
保
さ
れ
ま
す
。
厳
し
い
環
境
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
う
し
た
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
外
部
の
組
織
と
の
連
携
で
は
、
相
手
の
限

界
を
知
り
、
相
手
の
立
場
で
物
を
考
え
、
誠
意
を
持

っ
て
応
え
る
姿
勢
と
、
無
理
な
ら
理
由
を
明
ら
か
に

示
し
て
断
る
こ
と
で
、
良
い
関
係
を
続
け
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
連
携
に
は
、
商
取
引
な
ど
と
同

様
、
W

i

n
―
W

i

n
の
関
係
が
必
要
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の
見
通
し

は
未
だ
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
困
難
な
状
況
が
続
き

ま
す
が
、
皆
様
お
一
人
お
一
人
を
含
め
地
域
住
民
の

健
康
な
生
活
を
守
る
た
め
に
、
お
互
い
を
思
い
や
り

な
が
ら
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

 

【 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

「
総
社
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
取
り
組
み
」 

吉
備
医
師
会
感
染
症
対
策
委
員 

藤
井 

基
弘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〈
は
じ
め
に
〉 

２
０
２
０
年
1
月
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
総
社

市
に
お
け
る
医
療
・
保
健
福
祉
等

の
連
携
に
つ
い
て
、
総
社
市
行
政
、

備
中
保
健
所
、
吉
備
歯
科
医
師
会
、

岡
山
県
薬
剤
師
会
吉
備
支
部
、
訪

問
看
護
連
絡
協
議
会
等
と
の
連
携
を
紹

介
す
る
。 

〈
テ
ー
マ
〉 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
期
の
総
社
地
域 

 
 

の
医
療
継
続
モ
デ
ル 

~

吉
備
医
師
会
・
総
社
市
が
連
携
し
て
運
営
す
る

総
社
モ
デ
ル~

 

〈
基
本
方
針
〉 

1
感
染
拡
大
と
無
秩
序
な
受
診
に
よ
る
医
療
崩
壊

を
防
ぐ(

正
確
な
情
報
を
強
力
に
広
報
す
る)

。 
 

2
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
患
者
を
治
療
に
つ
な
げ
る

(

重
症
化
の
疑
い
の
あ
る
事
例
を
診
断
し
、
高

次
医
療
機
関
に
つ
な
ぐ)

。 
 

3
高
齢
者
・
基
礎
疾
患
の
あ
る
患
者
を
感
染
か
ら

守
る(

疑
い
の
あ
る
人
を
、
非
感
染
者(

特
に
高

齢
者)

か
ら
離
す)

。 

〈
吉
備
医
師
会
感
染
委
員
会
〉 

・
開
催
日
程
1
〜
3
週 

毎
金
曜
日
19
時
30
分 

・
参
加
：
吉
備
医
師
会
感
染
委
員
、
吉
備
医
師
会 

 
 

 
 

員
、
総
社
市
、
備
中
保
健
所
、 

歯
科
医
師
会
、
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薬
剤
師
会
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
総
社
部
会

の
参
加
を
得
た 

・
現
在
ま
で
80
回
以
上
、
委
員
会
を
開
催
し
て
、

議
論
を
継
続
し
て
開
催
し
た
。 

・
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト 

感
染
症
対
策
委
員
間
と 

 
 

医
師
会
員
間
に
そ
れ
ぞ
れ
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を 

立
ち
上
げ
て
意
見
交
換
と
情
報
共
有
を
図
る
。 

〈
結
果
〉 

P
C

R

検
査
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
準
備
、
各
医

療
機
関
で
の
発
熱
外
来
の
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
予
防

接
種
の
取
り
組
み
、
自
宅
療
養
者
支
援
、
教
育
委
員

会
と
の
学
校
等
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
等
、
様
々
な
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
を
連
携
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

〈
考
察
〉 

吉
備
医
師
会
が
地
域
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
医
師
同
士
の
良
好
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
吉
備
医
師
会
内
部
の

結
束
が
よ
り
強
固
な
も
の
に
な
っ
た
。 

医
療
・
介
護
の
多
職
種
お
よ
び
総
社
市
、
保
健
所

と
の
連
携
に
お
い
て
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
の
重

要
さ
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
。 

行
政
と
と
も
に
地
域
住
民
に
対
し
適
切
な
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
を
啓
発
す
る
こ
と
で
、
医
師
会
と
し
て
地

域
に
お
け
る
医
療
貢
献
の
一
翼
が
担
え
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
吉
備
医
師
会
、
総
社
市
等
と 

の
連
携
に
よ
る
岡
山
県
薬
剤
師
会
吉
備
支
部
及
び 

保
険
薬
局
の
取
組
に
つ
い
て 

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
薬
剤
師
会
吉
備
支
部 

支
部
長 

吉
田 

和
司 

（
よ
し
だ
薬
局
リ
ブ
店
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
し
、
総
社
市
に
お
け
る

医
療
・
保
健
福
祉
等
の
連
携
や

地
域
住
民
と
の
関
り
な
ど
に
つ

い
て
、
岡
山
県
薬
剤
師
会
吉
備

支
部
お
よ
び
私
の
所
属
す
る
よ
し

だ
薬
局
リ
ブ
店
の
立
場
か
ら
下
記
の
3
つ
の
事
例
を

紹
介
し
た
。 

「
総
社
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団 

接
種
に
つ
い
て
」 

岡
山
県
薬
剤
師
会
吉
備
支
部
と
し
て
、
地
域
で
の

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
機
能
維
持
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
医
療
関
係
者
や
行
政
と
連
携
に
よ

り
、
早
期
に
ワ
ク
チ
ン
調
整
手
技
研
修
会
を
開
催

し
、
集
団
接
種
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
多
職
種
連
携

の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
、
会
内
の

情
報
伝
達
・
情
報
共
有
の
手
段
と
し
て
複
数
の
吉
備

支
部L

IN
E

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
支
部
役
員
お

よ
び
会
員
へ
の
速
や
か
な
情
報
伝
達
・
情
報
共
有
の

精
度
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
集
団
接
種

に
は
50
名
を
超
え
る
薬
剤
師
の
参
加
が
あ
り
、
ま
た

就
実
大
学
薬
学
部
教
員
の
支
援
も
あ
り
、
長
期
に
渡

る
ワ
ク
チ
ン
調
整
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が
で
き

た
。
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
に
お
け
る
共
有
す
べ
き
事

項
な
ど
は
集
団
接
種
の
ク
ー
ル
毎
に
リ
ー
ダ
ー
薬
剤

師
を
配
置
し
、
最
新
の
情
報
をL

IN
E

グ
ル
ー
プ
に

発
信
す
る
こ
と
で
速
や
か
に
共
有
を
図
れ
課
題
解
決

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

「
コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
患
者
へ
の
薬
剤
配
送
に
つ
い 

て
」 

薬
局
薬
剤
師
の
立
場
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
陽
性
自
宅

療
養
者
へ
の
薬
剤
配
送
・
服
薬
指
導
な
ど
を
担
い
、

迅
速
か
つ
適
正
な
服
薬
に
繋
が
る
よ
う
、
投
薬
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
含
め
た
服
薬
支
援
を
行
っ
た
。

ま
た
、
行
政
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
自
宅
療
養
者
へ

のO
T

C

薬
で
の
対
応
に
際
し
て
、
製
品
選
択
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。 

「
新
型
コ
ロ
ナ
経
口
薬 

ラ
ゲ
ブ
リ
オ
の
調
剤
に 

つ
い
て
」 

ラ
ゲ
ブ
リ
オ
の
調
剤
に
関
しG

o
o
g
le

フ
ォ
ー
ム

を
用
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
課
題
等
に
つ

い
て
情
報
収
集
に
努
め
、
薬
局
間
で
情
報
共
有
を
行

っ
た
。 

 

吉
備
医
師
会
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
・
介
護
の
多

職
種
お
よ
び
総
社
市
と
の
連
携
に
お
い
て
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
の
重
要
さ
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る

と
と
も
に
、
薬
剤
師
が
集
団
接
種
に
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
薬
剤
師
同
士
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
吉
備
支
部
の
結
束
が
今
ま
で

以
上
に
強
固
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
職
能

団
体
と
し
て
の
地
域
薬
剤
師
会
お
よ
び
一
薬
局
薬
剤

師
と
し
て
地
域
に
お
け
る
感
染
防
止
策
の
一
翼
が
担

え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

二
〇
一
八
年
七
月
、
西
日
本
豪
雨
の
た
め
倉
敷
市

真
備
町
は
そ
の
四
分
の
一
、
一
万
一
千
二
百
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
浸
水
、
全
壊
家
屋
四
千
六
百
棟
、
ま
び
記
念

病
院
は
四
階
建
て
の
一
階
部
分
が
完
全
に
水
没
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
奪
わ
れ
病
院
機
能
が
停
止
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
病
院
に
孤
立
し
た
職
員
と
院
外
の
職

員
の
努
力
に
よ
り
入
院
患
者
、
そ
し
て
二
百
十
二
名

の
避
難
民
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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「
主
介
護
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
陽
性 

と
な
っ
た
在
宅
療
養
者
の
訪
問
看
護
を
振
り
返
る
」 

 
 
 

公
益
財
団
法
人
大
原
記
念
倉
敷
中
央
医
療
機
構 

 

倉
敷
中
央
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
看
護
認
定
看
護
師 

 

金
尾 

知
子 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ

ル
ス
感
染
症
（
以
下

C
O

V
ID

-1
9

）
が
蔓
延
し
、
在
宅
療

養
者
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
家
族
がC

O
V

ID
-1

9

陽
性

や
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合
、

利
用
し
て
い
た
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
る
現
状
が

あ
る
。
今
回
、
頚
髄
損
傷
で
医
療
依
存
度
の
高
い
療

養
者
の
家
族
が
、
家
庭
内
感
染
に
よ
り

C
O

V
ID

-1
9

陽
性
と
な
っ
た
。
療
養
者
が
濃
厚
接
触
者
と
な
り
、

自
宅
隔
離
期
間
中
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
全
て

利
用
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
医
療
処
置
が
必
要
で
あ

っ
た
た
め
、
訪
問
診
療
と
同
行
訪
問
し
た
事
例
を
振

り
返
る
。 

【
事
例
紹
介
】
A
氏
70
歳
代
男
性
、
頚
髄
損
傷
、

2
型
糖
尿
病
、
類
天
疱
瘡
、
気
管
切
開
、
膀
胱
留
置

カ
テ
ー
テ
ル
、
胃
瘻
造
設
。
要
介
護
5
。
妻
と
孫
の

３
人
暮
ら
し
。
妻
は
、
吸
引
、
イ
ン
ス
リ
ン
皮
下
注

射
、
摘
便
な
ど
の
医
療
行
為
は
可
能
。 

2
0
1
X

年
自
転
車
を
運
転
中
転
倒
し
頚
髄
損
傷
と
な

り
、
保
存
的
治
療
後
、
リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
転
院
し

2
0
1

X
+

2

年
在
宅
療
養
が
開
始
と
な
る
。
訪
問
診
療
、

2
ヶ
所
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
リ
ハ
ビ
リ
）
、

訪
問
入
浴
を
利
用
。
訪
問
看
護
週
2
回
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
週
2
回
、
訪
問
入
浴
週
2
回
を
利
用
し
在
宅
療

養
を
継
続
し
て
い
た
。
訪
問
診
療
に
て
気
管
カ
ニ 

ュ
ー
レ
・
胃
瘻
交
換
、
訪
問
看
護
に
て
膀
胱
留
置
カ

テ
ー
テ
ル
交
換
、
排
便
介
助
、
胃
瘻
管
理
な
ど
を
実

施
し
て
い
た
。 

【
看
護
の
実
際
】2

0
1

X
+

5

年
10
月
中
旬
A
氏
宅
で

食
事
を
一
緒
に
し
た
次
男
が
、P

C
R

検
査
陽
性
と
な

っ
た
。
A
氏
、
妻
と
も
濃
厚
接
触
者
と
な
り
、
2
週

間
の
自
宅
待
機
と
な
っ
た
。
A
氏
、
妻
と
も

P
C

R

検
査
陰
性
で
あ
っ
た
が
、
妻
よ
り
自
宅
待
機
期
間
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
で
過
ご
す
と
発
言
が
あ
り

訪
問
看
護
も
訪
問
を
し
な
か
っ
た
。2

0
1

X
+

5

年 

11
月
初
旬
、
妻
と
孫
に
風
邪
症
状
が
あ
り
、P

C
R

検

査
を
受
け
る
と
陽
性
と
判
明
し
た
。
再
び
A
氏
は
、

濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
が
、P

C
R

検
査
陰
性
で
あ
っ

た
た
め
自
宅
待
機
と
な
っ
た
。
自
宅
待
機
期
間
が
長

期
と
な
り
、
主
治
医
よ
り
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護

と
同
時
に
訪
問
す
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
、
状
態
観
察
、

必
要
な
医
療
処
置
を
実
施
す
る
目
的
で
、
訪
問
看
護

師
2
名
で
訪
問
を
行
な
っ
た
。P

P
E

装
着
に
関
し
て

は
、
お
互
い
に
確
認
を
行
い
不
備
が
な
い
事
を
確
認

し
、
短
時
間
で
訪
問
を
終
了
す
る
た
め
に
役
割
分
担

し
て
訪
問
し
た
。
感
染
予
防
対
策
が
習
得
で
き
て
い

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
実
施
す
る
と
確
実
に

で
き
て
い
る
か
不
安
や
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。 

【
ま
と
め
】
令
和
3
年
の
介
護
報
酬
改
定
で
、
介
護

施
設
・
事
業
所
で
は
事
業
継
続
計
画
の
策
定
が
義
務

化
さ
れ
た
。
当
事
業
所
で
も
作
成
中
の
段
階
で
あ
り
、

C
O

V
ID

-1
9

に
対
す
る
体
制
が
不
十
分
な
状
態
で
の

対
応
と
な
っ
た
。
家
族
が

C
O

V
ID

-1
9

陽
性
者
と
な

っ
た
療
養
者
に
対
応
す
る
こ
と
が
初
め
て
で
あ
っ
た

た
め
、
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
も
不
安
が
あ
っ
た
。

普
段
か
ら
感
染
対
策
を
習
得
し
て
お
く
必
要
性
を
改

め
て
感
じ
た
。C

O
V

ID
-1

9

陽
性
と
な
っ
た
療
養
者

や
家
族
に
対
し
て
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
精
神

的
支
援
が
十
分
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
今
回
の
経

験
を
療
養
者
・
家
族
の
支
援
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。 

 「
介
護
支
援
専
門
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
の
取
組
み
」 

 

岡
山
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
清
音 

米
田 

昌
紀 

 

介
護
支
援
専
門
員
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
業
務
の
実
地
方
法
が
変
わ

っ
た
。
通
常
時
の
法
令
上
の

考
え
方
が
基
本
で
あ
る
が
、
そ

の
上
で
感
染
拡
大
防
止
を
踏
ま
え

た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
（
プ
ロ
セ
ス
）
の
弾
力

的
な
対
応
が
厚
生
労
働
省
よ
り
事
務
連
絡
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
通
常
時
に
は
居
宅
訪
問
に
て
本
人
や
家

族
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
が
、
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
場
合
は
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
り
居
宅

訪
問
で
き
な
く
と
も
減
算
を
行
わ
な
い
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。
し
か
し
「
訪
問
し
な
く
て
も
O

K
」
と

い
っ
た
間
違
っ
た
認
識
で
十
分
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
で
あ
る
。 

事
例
で
は
要
介
護
５
で
寝
た
き
り
状
態
の
夫
を
自

宅
で
介
護
す
る
妻
が
陽
性
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
を
紹
介
。

各
サ
ー
ビ
ス
が
止
ま
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
う
る
課

題
を
情
報
収
集
し
た
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

同
士
で
話
し
合
う
場
が
必
要
と
感
じ
た
。
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
側
か
ら
早
期
開
催
の
提
案
も
あ
り
全
事
業
所
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が
同
じ
思
い
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
。
方
法
と

し
て
は
召
集
・
対
面
開
催
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
計
画
し
画
面
上
で
は
あ
る
が
顔
を
見
て

話
し
合
え
た
。
繋
が
り
を
感
じ
た
時
間
で
あ
る
。
一

つ
一
つ
の
課
題
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
か

ら
意
見
を
出
し
合
い
支
援
の
動
き
が
明
確
と
な
る
。

特
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
福
祉
系
サ
ー
ビ
ス
は
感
染

症
の
知
識
が
不
足
し
て
お
り
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

医
師
や
看
護
師
か
ら
の
助
言
は
非
常
に
有
り
難
く
、

ケ
ー
ス
の
自
宅
状
況
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
は
心
強

か
っ
た
。 

こ
の
ケ
ー
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
居
宅
訪
問
で
行

っ
た
。
妻
は
一
人
で
頑
張
る
と
決
意
す
る
が
、
心
身

の
状
況
は
変
化
す
る
。
「
来
て
く
れ
た
だ
け
で
ホ
ッ

と
す
る
」
と
い
う
介
護
者
の
一
言
が
象
徴
す
る
よ
う

に
孤
立
感
と
孤
独
感
で
疲
弊
し
て
い
た
事
が
想
像
で

き
る
。
日
常
で
は
な
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
の
支
援
に
対
し
安
易
に
「
訪
問
し
な
く
て
も
O

K
」

と
す
る
の
で
は
、
本
来
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割

が
果
た
せ
な
い
。
実
地
方
法
は
変
わ
っ
て
も
眼
で
観

て
、
声
を
聴
い
て
、
心
で
感
じ
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
う
。
大
事
な
も
の
は
変
わ
ら
な
い
。 

 「
総
社
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
取
り
組
み
」 

総
社
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室 

田
口 

大
介 

【
は
じ
め
に
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
W

H

O
に
よ
り
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
と
宣
言
さ
れ
て
か
ら
2

年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、

総
社
市
で
も2

0
2

0

年
10
月
21

日
に
市
内
１
例
目
の
感
染
者
が
発
生
し
て
以
降
、
感

染
者
の
増
加
と
減
少
を
繰
り
返
し
、
今
年
に
入
り
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第
６
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
県
保
健

所
、
地
元
医
師
会
、
薬
剤
師
会
等
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
。 

【
テ
ー
マ
】 

地
元
医
師
会
、
薬
剤
師
会
等
と
連
携
し
た
新
型 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策 

【
方
法
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
直
面
し
た

課
題
等
に
つ
い
て
、
感
染
症
の
専
門
家
や
医
療
関
係

者
で
構
成
す
る
市
独
自
の
感
染
症
専
門
家
会
議
の
開

催
や
、
吉
備
医
師
会
感
染
症
対
策
委
員
会
で
の
議
論

を
通
じ
て
、
市
の
感
染
対
策
、
自
宅
療
養
者
支
援
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
た
。 

【
結
果
】 

様
々
な
意
見
を
反
映
し
た
上
で
の
感
染
対
策
の
策

定
・
実
施
。
自
宅
療
養
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
県
保

健
所
、
地
元
医
師
会
・
薬
剤
師
会
、
市
の
連
携
体
制

で
実
施
し
て
い
る
。 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

地
元
医
師
会
、
薬
剤
師
会
等
の
協
力
の
も
と
、
市
の

集
団
接
種
と
医
療
機
関
に
よ
る
個
別
接
種
を
組
み
合

わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
で
も
い
ち
早
く
希
望
者

の
初
回
接
種
（
１
、
２
回
目
接
種
）
を
完
了
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。 

【
ま
と
め
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
地

域
で
の
連
携
の
重
要
性
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
の
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
。 

  

 【P
ra

ctica
l E

d
u

ca
tio

n

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
】 

「
私
た
ち
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
！
在
宅
管
理 

 
 

栄
養
士N

S
T

の
意
味
と
役
割
」 

つ
ば
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

梅
木 

麻
由
美 

の
ぞ
み
ク
リ
ニ
ッ
ク 

向
原 

 

民
佳 

【
は
じ
め
に
】 

在
宅
で
の
療
養
者
や
要
介
護
者
が
増
加
し
、
栄
養

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
令
和
2
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
、
令
和
3
年
度

の
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
地
域
で
の
栄
養
関
連

サ
ー
ビ
ス
が
強
化
さ
れ
た
。
私
た
ち
管
理
栄
養
士
は
、

訪
問
栄
養
指
導
を
実
施
し
、
医
療
保
険
で
は
在
宅
患

者
訪
問
栄
養
食
事
指
導
料
１
・
2
、
介
護
保
険
で
は

居
宅
療
養
管
理
指
導
費
１
・
2
を
算
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
在
宅
療
養
を
支
え
る
他
職
種
に

比
べ
る
と
算
定
件
数
は
と
て
も
少
な
い
現
状
が
続
い

て
い
る
。
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
在
宅
で
の
管
理

栄
養
士
の
地
域
で
の
役
割
や
そ
の
業
務
が
、
十
分
認

知
さ
れ
て
い
な
い
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
今
回
、
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
に
所
属
し
た
管
理
栄
養
士
が
、
実

際
に
訪
問
栄
養
指
導
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え

し
な
が
ら
、
訪
問
時
の
調
理
実
習
の
中
で
、
対
象
者

に
合
わ
せ
た
調
理
や
ア
レ
ン
ジ
方
法
、
さ
ら
に
は
在

宅
栄
養
指
導
で
の
体
験
談
やN

S
T

の
取
り
組
み
な
ど

を
交
え
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。 

【
訪
問
栄
養
指
導
で
実
際
に
行
っ
て
い
る
こ
と
】 

①
病
院
か
ら
在
宅
へ
の
継
続
し
た
食
支
援 

繰
り
返
す
誤
嚥
性
肺
炎
患
者
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
不
安
定
な
患
者
、
経
腸
栄
養
患
者 

②
問
題
点
を
抽
出
し
必
要
な
食
支
援
の
提
供 
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各
種
疾
患
を
も
っ
た
患
者
（
糖
尿
病
、
腎
臓
病
、

心
臓
病
、
褥
瘡 

等
）
、 

終
末
期
患
者
、
が
ん
患
者
、
独
居
・
金
銭
面
、 

認
知
症
、A

D
L

低
下
、
嚥
下
機
能
低
下 

③
調
理
実
習 

 
 

 

病
状
や
生
活
に
合
わ
せ
た
調
理
実
習
、
食
の
楽
し 

み
を
演
出
す
る
調
理
実
習 

 
 

と
ろ
み
剤
の
使
い
方
、
栄
養
補
助
食
品
の
使
い
方 

や
ア
レ
ン
ジ
調
理 

④
在
宅
で
のN

S
T

（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
） 

他
事
業
所
の
多
職
種
と
の
連
携
、
よ
り
良
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
案 

            

【
調
理
実
習
】 

 

対 

象
：
低
栄
養 

 

テ
ー
マ
：
簡
単
に
30
分
で
１
食
分
を
準
備
す
る 

 

レ
シ
ピ
：
（
主
食
）
食
欲
そ
そ
る
簡
単
！
お
寿
司 

（
汁
物
）
た
ん
ぱ
く
ア
ッ
プ 

簡
単
！ 

お
味
噌
汁 

 
 
 

（
主
菜
）
惣
菜
を
利
用
し
た
簡
単
！
メ
イ
ン 

（
デ
ザ
ー
ト
）
栄
養
補
助
食
品
を
使
っ
た 

 

簡
単
！
ゼ
リ
ー 

【
ま
と
め
】 

地
域
に
訪
問
栄
養
指
導
が
根
付
く
た
め
に
は
、
今

後
も
在
宅
に
お
け
る
訪
問
管
理
栄
養
士
の
役
割
や
そ

の
業
務
を
地
域
に
啓
発
し
て
い
く
事
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
そ
の
為
に
も
、
在
宅
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド

の
患
者
へ
の
指
導
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
経

験
か
ら
「
私
た
ち
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
！
」
と

い
う
事
を
、
多
く
の
医
療
介
護
従
事
者
や
地
域
に
お

住
い
の
方
々
へ
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
結
果
、
訪
問
栄
養
指
導
の
制
度
や
地

域
の
体
制
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
対
す
る
働
き
か
け

に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
で
過
ご
す

方
々
の
「
食
」
に
関
わ
る
問
題
点
や
困
り
ご
と
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
我
々
管
理
栄
養
士
を
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
。 

◆
お
願
い 

 

令
和
４
年
度
の
会
費
の
ご
請
求
の
時
期
が
近
づ
い
て

参
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
学
会
に
対
し
て
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 編

集
委
員  

佐
藤 

涼
介 

 
 
 
 

菅
﨑 

仁
美 

丸
田 

康
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